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スーパーで買い物をしていると、まだ年端もいかない子
供が厳しく叱られ、置いてけぼりになりそうになりながら、足早に歩くお母さんの後を泣きながら必死で追いかけているのを見かけることがある。そういう時 は、疲れている母親の心境や、見捨てられるのではと悲しくてどうしようもない子供の気持ちを考えると、やるせない気持ちになる。その一方で、小さな子供にやさしい口調で丁寧に話しかけ、楽しそうに会話しているお母さんやお父さんを見かけると、こちらまでほっとして温かい気持ちになる。親子の満ち足りた日々や気持ちが伝染するかのように。
私たちはこうした感情を、じつは心で感じるというより
も全身で感じている。怖い 感じ ら心臓がどきどきするのではなく、身体が硬直するから、その後に怖いという感情を経験をするといったよ 、従来 方を逆転 せて情動反応を捉えたのが、脳科学者のダマシオである。彼
は『デカルトの誤り』において、脳科学に身体を導入することで、情動が脳のどこかで起こる反応ではなく、身体と脳との相互作用から生じるダイナミックな現象であることを明らかにした。その後、ミラーニューロンの発見 より、霊長類の他者への共感能力の基底が、神経細胞レベルにおいて解明されることになった。
　　　
情動／感情が、私たちのもつ社会性の基礎となる共感能
力に深く関連してい を説得的に示したのが、霊長類学者として出発し、 人類学者として活躍する菅原和孝の 『感情の猿＝人』である。チンパンジーが、集団内で連合したり騙しあったりしながら 権力闘争を繰り広げることはフランス・ドゥ・ヴァールの『政治をするサル』
（平凡社、
一九九四年）
などでも、つとに有名であるが、菅原が西田
利貞の記述から引用する雄チンパンジーが に敗れ失意のなかで、 夜、 枝を折って寝床づくり する様子は胸をうつ。
「二度水を飲み、 〈グェヘー・フヘヘヘ〉とため息をついた。（…）
沈黙のあと、 〈ゴホッゴホッ〉と低いつぶやきがあり、
闇の中で喘ぎ声が聞こえ、動く気配があった。
（…）
帰途、
キャンプを見おろす草原の斜面に出ると明 い月夜で、湖のさざ波がきらきらと輝いていた。カソンタの先が長くいことを私は痛切に感じた。 」この記述に心を動かされるのは、人間もチンパンジーと共通する「行為空間に参入する表情をおびた身ぶり」である感情のゆえである。菅原は、感情を群居性霊長類の共在 起動し続け エンジンであるとして、そこに切断することの ない実存の流れをみる。
では、人間同士ならば共通の感情をもっているといえる
のであろうか。社会性の中核に感情を見すえ、生活 微細な記述を追及することで 首狩りという衝撃的 行為を、エキゾチックな不可解な習慣としてではなく、同じ人間としての感情 動態のな から把握し、描き出そうとしたのがミッシェル・ロサルドの『
K
now
ledge and P
assion
』
(C
am
bridge U
niv. P
ress,1980)
である。
ミッシェルは夫のレ
ナートとともにフィリピンのイロンゴットのもとでフィールドワークを行った。首狩り 行 のは「怒りリゲト」で重くなった心を軽くするためだという。彼女はそ 後ルソン島でフィールドワークの途中崖から転落死する。遺された夫のレナートは、妻のなきがらをみて激しい怒りにから
れ、そこではじめて、イロンゴットの人々の「怒りリゲト」の感情を理解 きたと『文化と真実』において述懐する。レナートはイロンゴットの人々の感情を共有することで、これまでとは異なる現実を生きるこ になる。
私たちの生きている現実は、身体として他者とともにこ
の世界に住 い感じること 、常に新たなものとして生成され続けている。ゆえに「情動が現実を動かす」というよりも「情動は現実そのものを生成する」といった方がいいかもしれない。
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